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宗方小太郎日記，大正 9～10 年
大 里 浩 秋
1．はじめに
　本所報 No. 37に宗方小太郎の明治 21年の日記（但し中国滞在時期のもののみ）を載せ，No. 40に
22～25年，No. 41に 26～29年（但し 27年 6月 27日から 12月末までと，28年 3月 23日から 8月末
ま で を 除 く），No. 44に 30～31年，No. 46に 32～33年，No. 47に 34～35年，No. 48に 36～38年，
No. 49に 39～40年，No. 50に 41～42年，No. 52に 43～44年（但し 43年の欧米旅行時期を除く），








2．大正 9年 1月から 12 月までの日記
　大正 9（1920）年の日記は，宗方本人の綴じ方からは，大正 7年 8月 1日から当年 8月 31日までの
















　他に上海に滞在した 3月までのことで二つのことに触れると，長く交流があった姚文藻が 2月 1日
「意識朦朧人事を省せず」の状態になり，急遽医者に診てもらったが，その後も「神経錯乱，……瘋疾
の状有り」（3月 11日）だった。しかし，6月に上海に戻ってから姚に会っている状況では，病気は回
復したように見える。もう 1点，海軍からもらっている手当ての額であるが，3月 4日に 3か月分 1040
円をもらったとする。前年の日記では，それまでひと月 300円だったのを 70円増額して 3か月で 1110
























　1月 10日，第 547号「南北議和問題」，第 548号「学生団の風潮」。1月 18日，第 549号「南北融和
の困難」，第 550号「排日団体の日本通牒拒絶運動」。1月 23日，第 551号「西南旧国会の党派別並に
各派の有力者」。1月 30日，第 552号「山東問題と国民大会」，第 553号「制憲問題の紛糾」。2月 10
日，第 554号「上海の国民大会」。2月 17日，第 555号「直接交渉反対運動」。2月 25日，第 556号
「南北両面実力派の内訌」，第 557号「南北和議の件」。3月 4日，第 558号「南北の内訌」。7月 9日，
第 559号「皖直両派の決裂」。7月 20日，第 560号「皖直両軍の停戦と将来の政局」。7月 24日，第
561号「通電戦の開始」。7月 27日，第 562号「復辟予防の宣伝」。8月 1日，第 563号「政局善後
策」，第 564号「米国議員団歓迎準備」。8月 9日，第 565号「靳内閣の成立と政局の小結束」。8月 12
日，「報告を発す」とあるが，『文書』には該当する報告がなく，上海社会科学院歴史研究所にも所蔵が
ない。これが恐らく第 566号報告にあたるのであろう。8月 24日，第 567号「時局雑俎」。9月 5日，
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第 568号「時局統一難」。9月 16日，第 569号「南北統一と勢力の分配」。9月 23日，号外「北支那飢
饉の情況」。9月 28日，第 570号「北京政府対雲南系の交渉」。10月 14日，第 571号「各省自決の風
潮」，第 572号「李純の変死と督軍問題」。10月 19日，第 573号「日支合弁小汽船会社」。10月 27日，
第 574号「支那各派の連絡系統と現下の形勢」，上海社会科学院歴史研究所所蔵，以下「上海所蔵」と
略称。11月 12日，第 575号「政況大観」，第 576号「時事雑俎」。11月 24日，第 577号「支那各省各






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3．大正 10 年 1月から 12 月までの日記
　大正 10（1921）年の日記は，9年 9月 1日から 10年 8月 18日までの一綴じの一部と，10年 8月 19
日から 11年 12月末までの一綴じの一部からなっている。
　前年 6月以来上海に留まり，元日から鳥撃に出かけて 1月に計 4回，2月に 1回を数え，4月下旬か



































　1月 11日，第 580号「支那政局の崩壊」。2月 6日，第 581号「支那政局の停頓」。2月 16日，第 582
号「西南実力派の崩壊と現下の政況」。3月 11日，第 583号「支那政局概観」。4月 4日，第 584号「総
選挙の経過並に現状」，但し『文書』に載る報告の日付は 4月 1日となっている。4月 12日，第 585号
「広東の総統選挙・六省連防の件」。9月 9日，第 586号「支那政局の概観」。9月 13日，第 587号「廬
山会議の前途」，第 588号「山東問題と太平洋会議に対する輿論の傾向」。9月 20日，第 589号「太平
洋会議と支那の国情」。9月 22日，第 590号「支那政局概観」。10月 4日，第 592号「太平洋会議支那
代表団の出発と輿論」，第 593号「商教連合会」。10月 16日，第 594号「商教連合会議（全国商会全国
教育会）。11月 2日，第 595号「支那政局概観」，第 596号「国民外交大会」。11月 13日，第 597号
「政局の近情」，第 598号「全国国民外交大会」。12月 2日，「報告を作る」とあるが，『文書』にも上海
所蔵にも該当する記載はない。しかし，もし確認ができれば，報告の第 599号，600号に該当する内容
であろう。12月 5日，601号「山東問題に対する各団体示威運動」。12月 8日，第 602号「国民外交大
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十二月十日　晴。土曜日。正午山崎，船津両総事の送迎会に俱楽部に出席。散後日報社に井手友喜を訪
ふ，本日帰来せし者也。菅村より山芋，柿を送り来る。之に礼状を発す。今夕八時より三井の一行と
平湖に出猟せんとす。猟装を治す。海軍少佐柴田源一の信至る。波多夫人より其手製のスエッター一
着を贈り来る。八時半税関埠頭に至り上船，野平，柳田，佐々布，立川，中村，米田等同行たり。十
時開船。
十二月十一日　晴。前九時平湖附近の高橋に上陸，打猟。午前午後を通じて二弾を発せしのみ，獲る所
無し。五時半帰途に就く。
十二月十二日　晴。前三時上海着，七時上陸帰寓。林出，田岡の信に接す。
十二月十三日　雨。八田厚志の信至。山成，井手友喜来訪。午後船津を訪ふ，不在。北岡少佐，並に通
信社に至り，四時帰。
十二月十四日　快晴。内人に致書す。上海銀行より預金を受取り，正午井手の処に至り山芋汁を会食
す。晩船津辰一郎，内山清来訪。黒住成章の信至。山東賀来敏夫に致書，関税十六円を郵送す。船津
より北京会の案内状至。田岡に復す。柴田少佐に返信す。夜緒方二三，土島一夫来訪，本日新嘉坡よ
り来着せる者也。談深更に及んで去る。
十二月十五日　晴。荻野，萱野の電報至る。山成を招き之を交付す。午後古澤藤三郎来訪。海軍に報告
を発す。五時井手宅に至り緒方二三，島田，佐々布，井手兄弟と会食す。十時帰。
十二月十六日　晴。理髪。午後山成，井手来訪。六時緒方，波多，太田と同車船津領事官邸の晩飧に赴
く。同坐は吉田司令官，井手，鉅鹿，中林，太田，小山，船津弟，正源寺等十余人。十時散。
十二月十七日　半晴。正午緒方二三，井手三郎の帰国を熊野丸に送り，佐々布と麵舗に中食して帰る。
広東八角厚志に復書す。高桑来訪。夜佐々布を訪ふ。
十二月十八日　陰。日曜日。除夜新年の詩を作り上海公論社の嘱を為す。冬筍を小包にて名和，山下両
大将，伊集院大使，田中少将，南郷大佐，並に留守宅に送る。名和大将以下六処に信片を発す。
十二月十九日　晴。新任明石機関大佐岸田東次郎，副官山本清少佐，河野千万城参謀大尉来訪。橘三郎
より北京肥鴨一隻を贈り来る。午後橘三郎，山成，姚文藻前後来訪。四時北岡を訪ふ。岩崎宰，内田
友義の信至。内田に復す。晩波多，石田を招き肥鴨を会食す。萱野長知，荻野芳蔵の信至る。外に井
手〔出〕大佐，河口介男の信，並に荒賀直順母堂の訃に接す。
十二月廿日　雨。午前山成来訪。井出大佐，荻野，萱野，河口に復書し，荒賀に弔詞を発し奠儀を送
る。東京宅に荒賀に送る奠儀小為替券を郵送す。小山田剣南に信片を発す。
十二月廿一日　積陰。成田，賀来，本庄大佐，同文会，鎮海観音会の信至る。年賀状を発す。午後軍艦
明石に至り岸田機関大佐，山本副官，河野大尉，其他久保田，椎名，司令部諸氏と談じ，終て吉田司
令官を訪ひ，五時帰。安保中将に筍を郵送す。夜西本，波多来訪。波多夫人手製の毛糸チョキ一領を
贈らる。
十二月廿二日　陰。朝池田を訪ひ送別，本日凶事の為め帰国するを以てなり。午前永安公司に至り，帰
途佐原の帰を聞き往訪，不在，波多に小談。山田謙吉来訪。午後林出賢次郎，川口直人，田久江南，
井手三郎の信片至る。成田，井手に復書す。
十二月廿三日　晴。年賀郵便を発送す。林出に復書す。午後波多，櫻井重義来訪。櫻井は東方通信社員
として昨日来着せる者也。午後通信社に至る。夜佐々布来訪。
十二月廿四日　晴。海軍に通信を発す。是夕より三井一行と浙江に出猟せんとす。午後猟装を治す。山
成来訪。五時税関埠頭に至り上船，野平，柳田，佐々布，米田，中村，立川同行たり。
十二月廿五日　晴。前七時北王橋に達し食後上陸，打猟。白苧里に至り船に帰る。午後白苧附近を猟
す。失敗相尋ぎ僅に山鷸一羽，鶉一を獲たるのみ。四時船に帰る。
十二月廿六日　陰。朝船を中塘橋に下し上陸，雉子一羽を獲，四顧橋の舟次に帰る。午後高橋に至り猟
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す。獲る所無し。夜雪。
十二月廿七日　微雨，午に至り晴る。前三時上海着，七時上陸帰寓。船津の案内状，岡の信片，並に東
方通信社より年末津貼として三百金を送り来る。領収証を発す。午後岡幸七郎より紅茶一箱を送り来
る。礼状を発す。山成来訪。六時船津の招宴に俱楽部に出席す。来客二百人。九時散ず。
十二月廿八日　晴。副島より洋菓子一箱を送り来る。姚文藻来訪。佐々布来り蓮子糖一箱を送る。
十二月廿九日　晴。理髪。午前波多を訪ひ羊羹一箱を贈り，去て通信社，北岡を訪ふ。正午帰る。佐々
布来訪。狄楚青より天台山蜜柑二箱を贈り来る。
十二月三十日　晴。正午豊陽館に吉田司令官，天野明石艦長，岸田大佐，北岡少佐と会食，四時帰る。
山口啓三より鮭筋子三缶を贈り来る。六時より波多宅にて通信社員の忘年会を催し，九時散ず。山口
に礼状を発す。
十二月三十一日　陰天。午前船津，日報社，通信社に至る。東京宅其他に年賀状を発す。午後松嵜翠来
訪。五時税関碼頭に至り上船，一行は野中，北代，鈴木，佐々布，中村の六人也。
